
Ａ　面 数　学 　〔Ｃ問題〕　　 （ 一 般 入 学 者 選 抜 ）

（　　1　　）

1  　次の問いに答えなさい。

⑴　x＝ 2－ 2  のとき、x2 － 4x ＋ 6 の値を求めなさい。

⑵　（ 3x ＋ y ）2 － 3x － y－ 2　を因数分解しなさい。

⑶ 　a、b を定数とする。x、yの連立方程式　
⎧x＋ ay＝ 4－ 2b
⎨
⎩bx ＋ y＝ 2a

　の解が x＝ 5、y＝－ 1である

とき、a、bの値をそれぞれ求めなさい。

⑷　nを自然数とする。2 n ＜ x ＜ 3 n を満たす自然数 xの個数を nを用いて表しなさい。

⑸ 　a、bを定数とし、a＜b、c＝a＋ 3、d＝b＋ 3とする。関数 y＝ 12 x
2 について、次の二つの条件を

同時に満たす a、bの値をそれぞれ求めなさい。

　・xの変域が a≦ x≦ bのときの yの変域は 0≦ y≦ 18 である。

　・xの変域が c ≦ x≦ dのときの yの変域は 0≦ y≦ 8である。
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⑹ 　A、B 二つのさいころを同時に投げ、Aのさいころの出る目の数をa、Bのさいころの出る目の数をb

とし、c＝ 2 a＋bとする。このとき、2025c の値が自然数である確率はいくらですか。1から 6までの

どの目が出ることも同様に確からしいものとして答えなさい。

⑺　nを 2けたの自然数とする。次の二つの条件を同時に満たす nの値をすべて求めなさい。

　・nの一の位の数は、n2 の一の位の数と同じである。

　・nの十の位の数は、70n の十の位の数より 3大きい。

⑻ 　右の図において、mは関数 y＝ ax2（ a は

正の定数）のグラフを表す。四角形ABCDは

平行四辺形であり、A、B、Dはm上にある。

辺ADは x 軸に平行であって、Aの x 座標は

－ 3であり、Bの x 座標は－ 1である。Eは、

辺ADとy軸との交点である。EとCとを結ぶ。

ℓは、Cを通り傾きが 12 の直線である。Fはℓ上

の点であり、Fのx座標はAのx座標と等しい。

EとFとを結ぶ。四角形ABCDの面積と△EFC

の面積は等しい。aの値を求めなさい。答えを

求める過程がわかるように、途中の式を含めた

求め方も説明すること。ただし、原点Oから

点（ 1 ，0）までの距離、原点Oから点（ 0 ，1）

までの距離はそれぞれ 1 cmであるとする。
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Ｂ　面
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2  　 右 の図において、△ABC は AB ＝ AC の
二等辺三角形である。D は、△ABC の頂角

∠ BAC の二等分線と辺 BC との交点である。

E、F は辺 AB 上にあって A、B と異なる点

であり、AE ＝ EF ＝ FB である。C と E とを

結ぶ。G は、線分 EC と線分 AD との交点で

ある。H は、A から直線 FD にひいた垂線と

直線 FD との交点である。H は、直線 AB に

ついてCと反対側にある。Hと Bとを結ぶ。

　　次の問いに答えなさい。

⑴ 　△ABC の内角∠BAC の大きさを a°とする

とき、△ABCの頂点 Cにおける外角の大きさ

を aを用いて表しなさい。

⑵　△AHD ∽ △CDGであることを証明しなさい。

⑶　AB＝ 7 cm、BC＝ 6 cmであるとき、

　①　線分GCの長さを求めなさい。

　②　△AHBの面積を求めなさい。
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3  　図Ⅰ、図Ⅱにおいて、立体ABC － DEF は五つの平面で囲まれてできた立体である。△DEF は
∠DFE＝ 90 °の直角三角形であり、DF＝ 5 cm、EF＝ 4 cmである。四角形BEFCは長方形であり、

BE＝ 3 cmである。四角形CFDAは CF // ADの台形であり、∠CFD＝∠ADF＝ 90 °、AD＝ 6 cm

である。四角形 BEDA は BE // AD の台形であり、∠BED ＝∠ADE ＝ 90 °である。このとき、

△ABCは∠ACB＝ 90 °の直角三角形である。

　　次の問いに答えなさい。

⑴ 　図Ⅰにおいて、四角形GHIJ は長方形であり、G、

H、I、Jはそれぞれ辺AB、DE、DF、AC上にある。

このとき、GH // BE、GJ // BCである。Kは、Iを通り

辺ACに平行な直線と辺ADとの交点である。

　① 　次のア～オのうち、辺ABとねじれの位置にある辺

はどれですか。すべて選び、記号を○で囲みなさい。

　　ア　辺AD イ　辺DF ウ　辺DE

　　エ　辺 EF オ　辺CF

　② 　△AGJ の面積は△KID の面積の何倍であるか

求めなさい。

　③ 　辺JIの長さが辺GJの長さより 1 cm長いときの

四角形GHIJ の周の長さを求めなさい。

⑵ 　図Ⅱにおいて、Lは辺DF上にあって、線分ALの

長さと線分LEの長さとの和が最も小さくなる点である。

LとCとを結ぶ。Mは、Lを通り辺EFに平行な直線と

辺DEとの交点である。MとA、MとBとをそれぞれ

結ぶ。

　①　線分MLの長さを求めなさい。

　②　立体ABMLCの体積を求めなさい。
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　部分点を与える。
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△AHDと△CDGにおいて
　AH⊥HDより　∠AHD ＝ 90°……………㋐　　　　　
　二等辺三角形の頂角の二等分線は、底辺を垂直に
　二等分するから
　　∠CDG ＝ 90°………………………………㋑　　　　　
　㋐、㋑より　∠AHD ＝ ∠CDG…………………………㋒
　BF ＝ FE、BD ＝ DC より、△BCEにおいて、F、Dは
　それぞれ辺BE、BCの中点だから　FD // EC
　平行線の錯角は等しいから
　　∠ADH ＝ ∠CGD………………………………………㋓
㋒、㋓より、2組の角がそれぞれ等しいから
　　　　△AHD ∽ △CDG

A、Bはm上の点だから　A（ －3 ， 9a ）、B（ －1 ， a ）

D（ 3 ， 9a ）だから　AD ＝ 6（cm）

よって、四角形ABCDの面積は　6×8a ＝ 48a（cm2）

BC ＝ AD より　C（ 5 ， a ）

ℓの式を y ＝　 x＋bとすると　a ＝ 　×5＋b
b ＝ a－　 だから、ℓと y軸との交点をGとすると、
Gの y座標は　a－
よって　EG ＝ 9a － 　　　　 ＝ 8a＋　 （cm）

△EFC ＝ △EFG＋△EGC

 ＝ 　×　　　　　×3＋　×　　　　  ×5

 ＝ 32a＋10（cm2）

四角形ABCDの面積と△EFCの面積は等しいから

　48a ＝ 32a＋10

これを解くと　a ＝ 

・部分点を与える。
・（＊）において、「こ
　のaの値は問題に適
　している。」という
　記述を省略している。
　この記述がなくても
　減点の対象とはしな
　い。
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　完答とし、三つとも
　正しい場合のみ点を
　与える。
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